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顎関節症は、かつて、Costen
syndrome あるいは TMJ syndrome など
と呼ばれておりました。しかし、それらは
いわゆる「顎関節症」と同一のものです。
その他に英語名と日本語名をあわせて20種
類以上の名称を数えることができます。こ
のように、いわゆる「顎関節症」は、その
名称と定義において議論が絶えない状況に
ありました。

英語
Costen syndrome 
Temporomandibular joint arthrosis 
Myofascial pain dysfunction syndrome
TMJ syndrome

日本語
咀嚼系機能障害
顎機能不全症
顎機能異常
ＴＭＪ機能障害症
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1991年１月、カリフォルニアにて開催された頭蓋顎関節研究所のセミナーにおい
て、いわゆる「顎関節症」に対する名称が Temporomandibular Disorders (ＴＭ
Ｄ)に統一することが提言され、その定義は「ＴＭＤとは顎関節あるいは咀嚼筋、そ
して関連組織を含む臨床的問題の一群を包括した集合的用語である」とすることに
パネラーの同意が得られました。

このセミナーの結果、顎関節症に関して多くの研究者が様々な名称と定義を主張
し合うという不毛の議論が影を潜めることになりました。

また、この定義は、いわゆる「顎関節症」が特定の病気を指し示すいわゆる病名
ではなく、顎関節周囲に様々な症状を示す複数の病気の集団名称であることを示す
ことになりました。

２．顎関節症の名称と定義 
顎関節症
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病名については、内科診断学が参考になります。内科診
断学では、障害を受けている器官別に病名が掲載され、病
名ごとに「定義」「頻度」「病態」「臨床症状」「身体診
察」「検査所見」「診断・鑑別診断」「治療の基本方針」
に関する解説がなされております。

いわゆる「顎関節症」は、障害を受けている器官と病態
が異なる複数の疾患が含まれていることから、病名とは言
えません。

３．病名とは
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４．顎関節症と病名 

いわゆる「顎関節症」は、定義で示されているように、複数の病気の集団
名称です。そのため、顎関節症は、個々の病気を示す病名とは異なり、障害
を受けている器官はもちろんのこと病態や鑑別診断を示すことができませ
ん。いわゆる「顎関節症」は、病名が確定してない状態ですので「顎関節症
と診断する」ということはあり得ません。すなわち、「顎関節症」は、原因
や病態が不明で診断ができない場合に使用されます。たとえば「診断できな
いので、とりあえず顎関節症としておく」が適切な使用方法です。

顎関節症
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医学事典によりますと、診断とは「対象を正しく理解するこ
と。疾患名（病名）だけでなく、病人を取巻く環境、病気の背
景、疾病の原因、経過や予後を左右する因子、検査や治療
に関した事項など多種多様なものを含んでいる。・・・」とされ
ております。

症例報告などにおいて「顎関節症と診断した」という言葉を
耳にすることがあります。この診断の定義から考察すると、
その「顎関節症と診断した」という文言は、間違いです。

５．診断とは
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６．腰痛症と顎関節症 

かつては、整形外科領域において、腰部に疼痛を訴える
すべての病気が「腰痛症」といわれておりました。しかし、現
在は、検査技術の進歩により、病態が明らかにされた病気
にそれぞれの病態に応じた適切な病名がつけられてきてお
ります。すなわち、診断が可能となった病気は、腰痛症から
分離され、新たに病名が付けられてきております。

一方、顎関節症においても、最近の検査技術の進歩によ
り、いくつかの病気において障害を受けている器官とその病
態が明らかにされてきております。

顎関節症
【歯科開業医の談話室 18】



７．顎関節症に含まれる病気 

右上のチャート図は、顎関節症に含まれる病気を示しております。顎関節症に含まれる病気は、大
きく分けて心因性疾患と咬合病に分けることができます。心因性疾患は、歯科医療機関ではなく精神
科、心療内科、神経内科などが担当することになります。咬合病は、不正咬合から発症する病気の集
団名称です。したがって、咬合病の診断と原因療法を行うことができるのは歯科医師のみです。

DawsonのFunctional Occlusionにおいて、咬合病から病態が明らかにされた病気として「変形性顎関
節症」「外側翼突筋の障害（仮称）」「円板後部組織の障害（仮称）」が登場します。それらについては後
ほど解説します。

心因性疾患

咬合病

顎関節症
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心因性疾患

咬合病

顎関節症８．心因性疾患

顎関節症に含まれる「心因性疾患」は、心理的・精神的原因により、顎関節部に様々な症状を引き
起こす病気です。病気の原因が精神・心機構にある場合、その病気の治療は、歯科医療機関ではな
く、精神科、心療内科、神経内科などが担当することになります。したがって、歯科医師が、単独でカ
ウンセリングを行うなど、診察・治療に応じることは適切ではありません。その場合、精神科医、心療
内科医、神経内科医に対して紹介状を発行し、担当医との連携医療にて治療の一部を担うことになり
ます。歯科医師が精神疾患に対して診断・治療を施すことは、医師法に違反します。
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９．心因性疾患の
他診療科への診察依頼

心因性疾患に関しては、歯科医師から他診療科へ診察を依頼することになります。
その診察依頼書は、「患者情報」「依頼内容」「所見・理由」から構成されます。「依頼
内容」は、症状を示して分かりやすく記載します。「所見・理由」は、「実施した検査の
項目と結果」「これまで行った処置内容」などを記載します。とくに、咬合病では無いこ
とを証明する歯科医学的根拠を医師に理解できるように示すことが大切です。 

心因性疾患

咬合病

顎関節症
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心因性疾患

咬合病

顎関節症

顎関節症に含まれるもう一方の病気として「咬合病」があります。咬合病は、顎関節症のうち不
正咬合により引き起こされている疾患群が咬合病であるとされ、特定の病気を示す病名ではあり
ません。
Guichet は、「咬合病とは、咬合不調和により促進される病的過程の総和である」と定義しており

ます。補綴歯科学会は「咬合病とは、早期接触などの咬合の不調和に起因する顎口腔機能異常
によりもたらされる種々の病態の総称である」と定義しております。

10．咬合病
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次回の項目は、歯科開業医の談話室19番目「咬合病」です。

今回のテーマを気に入っていただければ をクリックしてください。
質問あるいは疑問がある方は、下の公開コメント欄にお書き下さい。
よろしければチャンネル登録をお願いいたします。
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